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第56号 初　校 　　月　　日

は
じ
め
に

　

天
台
大
師
は
『
法
華
玄
義
』
巻
十
上
に
お
い
て
、
妙
法
蓮
華
経
の
「
教
相
」
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
「
若
し
余
経
を
弘
む
る
に
教
相
を

明
か
さ
ず
ば
義
に
於
て
傷
ぶ
る
こ
と
無
し
、
若
し
法
華
を
弘
む
る
に
教
を
明
か
さ
ず
ば
文
義
に
闕
く
る
こ
と
有
り
」、
と
開
口
一
番
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
法
華
経
以
外
の
諸
経
を
弘
め
る
場
合
、
各
経
典
の
教
義
内
容
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
も
教
の
意
義
を
損
う

事
は
無
い
が
、
い
ざ
法
華
経
を
弘
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
他
教
と
の
教
義
内
容
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
法
華
経
の
本
意
を
失

う
事
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
『
諸
宗
問
答
鈔
』
に
上
記
の
『
法
華
玄
義
』
の
文
を
引
用
し
た
上
で
「
若
し
教
相

に
闇
く
し
て
法
華
の
法
門
を
い
へ
ば
法
華
経
を
讃
む
と
い
え
ど
も
還
っ
て
法
華
の
心
を
死こ

ろ

す
」
と
示
し
、
他
経
と
法
華
経
の
教
義
の
違
い

に
つ
い
て
精
通
し
な
い
で
法
華
経
の
教
え
を
表
現
し
て
し
ま
う
と
、
法
華
経
を
讃
嘆
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
か
え
っ
て
法
華
経
の
本
意
に

背
い
て
し
ま
い
法
華
経
の
い
わ
ん
と
す
る
本
当
の
心
を
殺
し
て
し
ま
う
、
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
し
た
『
諸
宗
問
答
鈔
』
後
半
の
文

は
、
法
華
経
が
他
経
他
宗
よ
り
勝
れ
た
点
を
十
の
項
目
を
立
て
て
述
べ
ら
れ
た
伝
教
大
師
最
後
の
著
作
『
法
華
秀
句
』
の
文
で
あ
る
。
よ

っ
て
天
台
・
伝
教
両
大
師
と
日
蓮
聖
人
に
共
通
す
る
一
切
経
の
教
相
判
釈
を
一
言
で
い
え
ば
「
法
華
経
と
他
の
諸
経
の
違
い
を
明
確
に
せ
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よ
」
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
教
説
を
受
け
る
と
我
々
日
蓮
宗
教
徒
は
例
え
ば
『
開
目
抄
』
の
「
此
に
予
愚
見
を
も
て
前
四
十
余

年
と
後
八
年
と
の
相
違
を
か
ん
が
へ
み
る
に
其
相
違
多
し
と
い
え
ど
も
先
ず
世
間
の
学
者
も
ゆ
る
し
我
が
身
に
も
さ
も
や
と
う
ち
を
ぼ
う

る
事
は
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
な
る
べ
し
」
な
ど
の
文
か
ら
「
法
華
経
は
他
教
に
無
い
二
乗
作
仏
が
あ
る
か
ら
尊
い
、
久
遠
実
成
が
明
か

さ
れ
る
か
ら
救
わ
れ
る
あ
り
が
た
い
経
典
だ
」
と
主
張
し
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
な
ぜ
二
乗
作
仏
が
尊
い
の
か
、
な

ぜ
久
遠
実
成
が
有
り
難
い
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
に
限
ら
ず
、
十
界
互
具
、
一
念
三
千
、
三
諦
円
融
、
三
身
即
一
の
仏
身
義
、
女
人
成
仏
、
煩
悩
即
菩
提
な
ど
法

華
円
教
独
自
の
真
理
観
を
表
す
用
語
は
多
々
あ
る
が
、
大
事
な
の
は
、
そ
の
用
語
の
示
す
意
味
の
内
容
で
あ
る
。
久
遠
実
成
だ
か
ら
釈
尊

は
永
遠
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
甚
だ
抽
象
的
で
説
得
力
が
無
い
ど
こ
ろ
か
そ
も
そ
も
説
明
に
な
っ
て
お
ら
ず
誤
解
を
も
生
じ
か
ね
な

い
。
煩
悩
即
菩
提
だ
か
ら
と
て
煩
悩
を
無
条
件
に
そ
の
ま
ま
菩
提
（
悟
り
・
救
い
）
で
あ
る
と
は
天
台
大
師
も
日
蓮
聖
人
も
決
し
て
言
っ

て
い
な
い
。
字
面
の
ま
ま
受
け
止
め
て
し
ま
う
と
、
法
華
経
の
真
意
を
誤
解
し
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
法
華
円
教
の
教
説
（
教
相
）
を
文

章
通
り
先
ず
知
り
、
そ
の
文
章
、
言
葉
の
意
味
す
る
内
的
構
造
（
教
理
内
容
）
を
把
握
（
観
心
）
し
得
た
時
、
理
智
的
に
普
遍
性
を
も
っ

て
一
般
に
も
納
得
で
き
る
教
学
が
確
立
し
、
教
学
と
教
化
学
の
一
体
化
の
地
平
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以

下
、
教
学
と
教
化
学
の
一
体
化
を
図
る
上
で
の
前
提
と
な
る
条
件
を
思
案
と
し
て
述
べ
て
み
た
い
。

法
華
経
と
法
華
経
的
な
も
の

　

日
常
の
様
々
な
現
場
で
「
こ
れ
は
法
華
経
的
だ
な
」
と
思
う
瞬
間
に
出
く
わ
す
事
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
い
つ
も
葛
藤
が
生
じ
る
。
即
ち
、

そ
の
法
華
経
的
な
も
の
に
法
華
経
の
信
仰
や
認
識
、
言
葉
が
無
く
て
も
こ
れ
を
法
華
経
と
し
て
認
め
て
良
い
か
否
か
。
反
対
に
法
華
経
を

信
奉
し
て
い
る
と
称
し
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
が
例
え
ば
浄
土
教
的
で
あ
っ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
っ
た
場
合
、
果
し
て
こ
れ
を
法

華
経
信
仰
と
認
め
て
良
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
個
人
的
主
観
か
ら
「
法
華
経
的
で
あ
る
」
と
勝
手
に
認
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
危
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う
さ
が
あ
る
事
は
当
然
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
所
属
す
る
組
織
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
除
し
、
天
台
大
師
や
日
蓮
聖
人
が

顕
彰
、
教
示
さ
れ
た
法
華
経
教
理
を
学
ぶ
者
同
志
で
あ
れ
ば
、
部
分
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
共
通
し
て
共
感
で
き
る
内
容
は
各
場
面
で

往
々
に
し
て
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
華
経
と
法
華
経
的
な
も
の
に
視
点
を
置
き
、
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
受
不
施
日
蓮
宗

一
致
派
（
以
下
日
蓮
宗
一
致
派
と
略
称
）
の
教
学
に
則
り
開
会
に
視
点
を
置
き
思
考
す
る
所
を
述
べ
て
み
た
い
。

優
陀
那
日
輝
批
判

　

近
世
江
戸
時
代
前
期
、
一
如
日
重
、
寂
照
日
乾
、
心
性
日
遠
ら
に
よ
っ
て
日
蓮
教
団
の
刷
新
が
図
ら
れ
、
時
代
に
即
応
す
る
日
蓮
教
団

教
学
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
そ
の
後
、
観
如
日
透
、
一
妙
日
導
を
経
て
幕
末
優
陀
那
日
輝
、
新
居
日
薩
に
よ
っ
て
一
往
の
教
学
の
大
成
を

果
し
た
日
蓮
宗
一
致
派
（
開
権
顕
実
の
絶
対
開
会
の
立
場
か
ら
広
学
を
推
奨
し
、
内
に
厳
し
く
外
に
寛
容
な
態
度
を
取
る
、
受
派
、
内
省

派
、
倫
理
実
践
派
と
称
さ
れ
る
現
在
単
称
日
蓮
宗
に
つ
な
が
る
一
派
）
と
、
相
対
差
別
判
の
廃
権
立
実
の
立
場
か
ら
折
伏
法
体
主
義
的
傾

向
の
強
い
富
士
大
石
寺
派
、
勝
劣
派
、
不
受
不
施
派
（
現
在
に
お
い
て
は
、
日
蓮
正
宗
・
顕
正
会
・
勝
劣
派
法
華
宗
・
不
受
不
施
派
・
国

柱
会
・
日
本
山
妙
法
寺
な
ど
）
と
の
教
義
及
び
教
義
の
相
違
に
つ
い
て
、
近
年
日
蓮
宗
内
に
お
い
て
は
、
望
月
歓
厚
・
執
行
海
秀
・
茂
田

井
教
亨
・
浅
井
円
道
・
渡
辺
宝
陽
・
北
川
前
肇
・
小
野
文
珖
の
各
先
生
を
中
心
に
詳
細
且
つ
情
熱
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
上
記
の

先
生
方
の
学
恩
を
蒙
り
、
あ
え
て
繁
雑
な
教
学
論
や
用
語
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
日
蓮
宗
一
致
派
と
先
に
挙
げ
た
日
蓮
系
各
派
教
団
の
教
義
の

違
い
を
単
的
に
言
え
ば
、
結
局
、
法
華
経
的
な
も
の
を
法
華
経
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
日
蓮
宗
一
致
派
）
か
否
（
日
蓮
系
各
派

教
団
）
か
と
い
う
色
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
蓮
系
各
派
教
団
の
教
義
信
条
を
体
し
た
人
師
及
び
信
徒
が
社
会
に
進
出
し
交

わ
る
中
で
活
躍
し
た
史
実
が
見
つ
か
ら
な
い
理
由
は
、
日
蓮
系
各
派
教
団
の
教
義
に
社
会
と
積
極
的
に
交
わ
り
、
関
わ
る
中
で
、
計は

か

ら
ず

も
、
お
の
ず
か
ら
ひ
と
り
で
に
（
自じ

然ね
ん

に
）
教
化
に
繋つ

な
が
る
よ
う
な
教
化
の
理
論
（
教
化
学
）
を
有
し
て
い
な
い
所
に
起
因
す
る
（
単

純
に
社
会
に
交
わ
る
事
だ
け
が
良
い
と
は
言
え
な
い
が
）、
即
ち
、
日
蓮
系
各
派
教
団
の
信
仰
、
信
条
を
も
た
な
い
個
人
、
団
体
、
社
会
、
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国
家
に
対
し
て
は
謗
法
と
し
て
折
伏
す
る
か
、「
親
近
せ
ざ
る
」
か
の
ど
ち
ら
か
に
し
か
選
択
の
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
日
蓮

宗
一
致
派
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
蓮
主
義
研
究
者
で
も
あ
る
西
山
茂
博
士
は
「
田
中
智
学
と
日
蓮
主
義
を
再
考
す
る
」
と
題
す
る
論
稿
を
季
刊
誌
『
福
神
』
第
一
号
に

寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
田
中
智
学
に
よ
る
優
陀
那
日
輝
批
判
に
つ
い
て
、

　
　

�

智
学
に
よ
れ
ば
、
本
化
仏
教
（
日
蓮
主
義
）
は
、
あ
く
ま
で
、
世
俗
社
会
に
干
渉
し
、
そ
れ
に
「
侵
略
的
に
」
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
化
仏
教
は
、「
寺
院
や
仏
壇
の
な
か
に
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
の
で
き
な
い
」
宗
教
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

智
学
が
若
く
し
て
学
ん
だ
優
陀
那
日
輝
流
の
摂
受
主
義
宗
学
は
、
他
宗
教
を
は
じ
め
国
家
社
会
に
も
不
干
渉
の
、
甚
だ
観
念
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。

と
、
紹
介
し
て
い
る
。
優
陀
那
日
輝
の
学
風
の
批
判
は
、
優
陀
那
日
輝
生
前
か
ら
今
日
に
到
る
ま
で
た
び
た
び
な
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
、

日
蓮
宗
一
致
派
内
か
ら
も
異
端
派
の
謗そ

し

り
を
受
け
批
判
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
だ
が
果
し
て
優
陀
那
教
学
（
日
蓮
宗
一
致
派
教

学
）
は
「
寺
院
や
仏
壇
の
な
か
に
閉
じ
込
め
て
お
く
」
だ
け
の
教
学
に
過
ぎ
な
い
も
の
な
の
か
、
優
陀
那
教
学
（
日
蓮
宗
一
致
派
教
学
）

が
「
観
念
的
」
な
も
の
だ
け
に
終
始
し
、
社
会
と
関
わ
り
を
も
つ
教
学
理
論
は
本
当
に
存
在
し
な
い
の
か
、
実
際
に
優
陀
那
教
学
の
教
理

を
体
し
て
社
会
に
進
出
し
、
活
躍
す
る
人
物
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
等
々
、
素
朴
な
疑
問
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

正
法
の
概
念
の
新
見
解

　

東
北
大
学
教
授
佐
藤
弘
夫
博
士
は
著
書
『
日
蓮
』
ま
た
、
福
神
叢
書
『
日
蓮
的
あ
ま
り
に
日
蓮
的
な
』
所
収
の
「
立
正
安
国
論
を
め
ぐ

っ
て
」
に
お
い
て
、「
立
正
」
の
意
味
す
る
も
の
、
と
い
う
項
目
を
設
け
、『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
正
法
に
つ
い
て
、

　
　

�

こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
法
華
経
一
経
に
限
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
よ
り
広
く
法
華
経
を
中
心
と
す
る

一
切
の
大
乗
諸
経
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
諸
経
典
に
依
拠
す
る
旧
仏
教
諸
宗
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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と
説
き
、
正
法
の
概
念
を
規
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
三
十
九
歳
『
立
正
安
国
論
』
執
筆
時
の
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
念
仏
批
判
は
、
浄
土
三

部
経
・
念
仏
以
外
の
諸
経
・
諸
行
を
「
捨
閉
閣
抛
」
と
し
て
全
否
定
す
る
法
然
念
仏
の
独
善
的
排
他
性
を
指
弾
す
る
も
の
で
、
大
乗
仏
教

の
一
法
門
で
あ
る
既
存
の
念
仏
に
つ
い
て
の
批
判
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

上
記
の
念
仏
批
判
の
あ
り
方
は
、
佐
後
に
お
い
て
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

真
筆
遺
文
、
及
び
真
筆
遺
文
に
準
ず
る
遺
文
に
依
っ
て
佐
後
の
教
説
を
見
て
も
、
日
蓮
聖
人
の
諸
宗
批
判
、
諸
人
師
の
批
判
の
原
則
は
、

法
華
経
を
蔑
ろ
に
す
る
、
下
位
に
置
く
、
義
を
盗
む
、
法
華
経
信
仰
者
の
法
華
経
信
仰
に
対
す
る
臆
病
、
に
対
し
て
の
批
判
で
あ
り
、
像

法
時
と
は
い
え
、
天
台
大
師
に
念
仏
信
仰
、
禅
の
実
践
、
戒
律
の
遵
守
等
が
あ
り
、
伝
教
大
師
は
、
こ
れ
に
さ
ら
に
密
教
の
実
修
が
加
わ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
蓮
聖
人
が
天
台
・
伝
教
の
両
大
師
を
外
相
承
の
師
と
し
て
崇
め
奉
る
理
由
は
、
両
大
師
と
も
法
華
経
を
頂
点
と
す

る
姿
勢
に
変
わ
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
事
を
思
う
と
き
、
先
の
『
立
正
安
国
論
』
の
正
法
観
は
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
（
佐
前
・
佐
後
）
を

貫
く
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
蓮
聖
人
は
終
生
『
立
正
安
国
論
』
を
講
述
さ
れ
て
い

る
。日

蓮
宗
一
致
派
教
学
の
真
理
観

　

上
述
の
見
解
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
通
し
て
の
言
動
か
ら
抽
出
で
き
る
思
想
の
展
開
の
可
能
性
と
し
て
、
正
法
と

は
法
華
経
の
教
え
の
内
容
で
あ
る
円
教
が
説
く
所
の
妙
法
で
あ
り
、
正
法
を
立
て
る
（
立
正
）
と
は
、
法
華
経
と
い
う
固
有
名
詞
や
、
法

華
経
の
経
文
上
の
文
章
が
無
く
て
も
、
諸
法
世
間
の
中
に
法
華
経
的
な
も
の
を
み
つ
け
た
場
合
、
こ
れ
を
法
華
経
の
理
に
適
う
妙
法
と
し

て
積
極
的
に
認
め
、
引
き
出
し
、
逆
に
妙
法
に
背
き
、
違た

が

う
内
容
で
あ
れ
ば
、
一
旦
否
定
的
に
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
も
妙
法
実
現
、
確

認
の
存
在
意
義
と
し
て
肯
定
的
に
認
め
導
き
妙
法
化
す
る
。
ま
た
、
法
華
経
的
な
も
の
が
無
い
場
合
、
法
華
経
的
な
も
の
（
妙
法
）
を
創

造
し
て
い
く
、
と
い
う
見
方
が
で
き
て
く
る
。
即
ち
、
正
法
の
内
容
で
あ
る
妙
法
と
は
、
あ
る
固
定
的
に
決
定
さ
れ
た
言
葉
、
行
動
の
み
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を
言
う
の
で
は
な
く
、
法
華
経
の
中
に
、
い
ろ
い
ろ
な
仏
、
菩
薩
が
説
い
て
い
る
法
華
経
が
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
限
定
さ
れ
な

い
、
広
く
多
宝
如
来
に
総
括
象
徴
さ
れ
る
過
去
仏
や
、
十
方
分
身
の
諸
仏
、
諸
菩
薩
が
悟
っ
た
真
理
（
仏
意
、
仏
慧
、
慈
悲
）
と
し
て
、

時
代
状
況
や
、
衆
生
が
織
り
な
す
様
々
な
現
場
（
俗
間
教
書
治
世
語
言
資
生
業
等
・
一
切
世
間
の
治
生
産
業
）
で
『
法
華
経
』
の
教
相
上

の
文
章
の
み
に
制
限
さ
れ
な
い
多
様
な
言
葉
、
行
動
、
姿
に
よ
っ
て
現
し
出
す
、
法
華
経
受
持
信
行
者
の
主
体
性
（
観
心
）
を
も
っ
て
実

現
す
べ
き
真
理
で
あ
る
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。

　

教
学
と
教
化
学
の
一
体
化
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
上
記
の
論
理
を
念
頭
に
置
き
、
唐
突
で
あ
る
が
『
観
心
本
尊
抄
』
の
本
法
三
段
を
み

て
み
た
い
。

　

日
蓮
聖
人
が
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
、
五
重
三
段
（
四
種
三
段
）
を
明
か
し
、
本
法
三
段
、
正
宗
分
に
及
ん
で
、
一
切
の
経
々
を

「
寿
量
の
序
文
」
と
判
定
し
て
い
る
が
、
寿
量
品
と
示
さ
ず
、
寿
量
と
表
現
さ
れ
た
所
に
文
上
（
教
相
上
）
の
寿
量
品
と
の
竹
膜
を
隔
て

た
（
相
即
し
な
が
ら
も
）
相
違
が
あ
る
。
こ
の
寿
量
の
序
文
と
は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
本
法
三
段
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
大
通
智
勝
仏
の
法

華
経
よ
り
、
釈
尊
在
世
の
五
時
八
教
（
一
切
経
）
の
教
え
、
十
方
三
世
諸
仏
の
説
い
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
経
々
を
言
う
が
、
現
在
の
地
点

か
ら
言
い
加
え
れ
ば
、
論
語
で
も
聖
書
で
も
、
コ
ー
ラ
ン
で
も
、
古
今
東
西
の
哲
学
で
も
、
一
切
が
寿
量
品
文
底
観
心
に
よ
っ
て
意
義
が

位
置
付
け
ら
れ
る
（
開
顕
会
通
）
さ
れ
る
、
と
い
う
広
大
無
辺
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
た
法
門
で
あ
る
と
言
え
る
。
日
蓮
聖
人
が
釈
尊
滅
後
、

正
法
時
、
像
法
時
を
過
ぎ
た
末
法
の
始
め
、
法
華
経
が
存
続
す
る
か
、
消
滅
す
る
か
危
機
的
時
代
の
、「
末
法
の
始
め
」、
と
限
定
さ
れ
る

五
百
年
の
間
に
、
本
化
の
上
首
と
し
て
出
現
し
、
邪
智
謗
法
の
衆
生
が
充
満
す
る
娑
婆
日
本
国
に
、
本
門
に
立
脚
す
る
法
華
経
を
下
種
結

縁
（
謗
法
呵
責
に
よ
る
受
難
の
色
読
を
実
現
）
し
た
事
が
、
歴
史
性
を
有
し
、
現
証
を
最
重
要
視
す
る
法
華
経
の
真
実
の
証
明
と
な
っ
て

本
法
三
段
の
法
門
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
法
三
段
に
よ
る
寿
量
品
文
底
観
心
の
樹
立
は
、
日
蓮
聖
人
以
後
、
即
ち
、
末
法
時

に
突
入
し
『
法
華
経
』
を
強し

い
て
折
伏
下
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
始
め
の
五
百
年
が
終
っ
た
暁

あ
か
つ
きに

、
本
化
の
教
徒
が
、
法
華
経
の
一

文
一
句
や
、
折
伏
的
教
条
に
執
わ
れ
ず
、
主
体
性
を
も
っ
て
自
由
に
世
間
に
お
い
て
法
華
経
的
な
も
の
（
法
華
の
教
え
に
基も

と

づ
く
所
の
妙
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法
）
を
承
認
、
蘇
生
、
発
掘
、
創
造
し
、
熟
益
、
脱
益
の
摂
受
折
伏
妙
用
を
展
開
す
る
印
（
印
可
、
許
可
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。
故
に
、
日
蓮
聖
人
の
末
法
の
始
め
の
法
華
経
色
読
に
よ
る
下
種
結
縁
の
功
績
は
筆
舌
に
尽
し
難
く
、
絶
妙
に
し
て
、
以
後
の
本
化
教

徒
及
び
一
切
衆
生
を
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら
開
放
し
た
大
恩
人
と
言
え
る
。

　

優
陀
那
日
輝
は
『
摂
折
進
退
論
』
に
、

　
　

�

宗
祖
弘
経
ノ
当
時
、
後
五
百
歳
ノ
時
ハ
折
伏
ニ
宣
シ
キ
ト
キ
ナ
リ
。
後
五
百
歳
ハ
末
法
ノ
初
五
百
年
ナ
リ
。
天
文
二
十
年
ニ
テ
五
百

年
尽
ス
。
天
文
法
乱
ハ
折
伏
ノ
衰
フ
ル
相
ナ
リ
。
堺
妙
国
寺
日
珖
台
家
ノ
学
ヲ
開
ク
、
摂
受
ニ
赴
ク
ベ
キ
ノ
時
ヲ
知
ル
ガ
故
ナ
リ
。

と
て
、
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
を
弘
通
す
る
当
時
は
、
釈
尊
入
滅
後
二
千
年
か
ら
二
千
五
百
年
中
の
折
伏
が
正ま

さ

し
く
適
す
る
末
法
の
始
め
の

五
百
年
の
時
代
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
末
法
の
始
め
の
五
百
年
は
、
年
号
で
は
天
文
二
十
年
（
西
暦
一
五
五
一
年
）
で
終
わ
る
の
で

あ
る
。
天
文
法
乱
の
よ
う
な
事
は
、
折
伏
の
行
為
が
時
代
に
違た

が

い
、
功
を
為
さ
な
い
事
を
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
堺
妙

国
寺
、
仏
心
院
日
珖
の
前
半
生
は
折
伏
正
意
で
あ
っ
た
が
、
比
叡
山
の
僧
兵
の
襲
撃
に
よ
り
、
京
都
日
蓮
教
団
の
全
寺
院
が
壊
滅
し
た
天

文
法
難
や
天
正
七
年
（
一
五
七
九
年
）、
安
土
宗
論
に
お
い
て
、
如い

か
ん何

と
も
し
が
た
い
国
家
権
力
の
横
暴
と
理
不
尽
に
し
て
不
条
理
な
仕

打
ち
を
体
験
し
た
後
、
天
台
三
大
部
を
は
じ
め
、
広
学
多
聞
の
宗
義
研
鑽
の
学
風
を
開
き
摂
受
の
弘
教
に
向
か
わ
し
め
た
事
は
、
弘
教
方

規
の
時
を
弁わ

き
まえ

た
達
見
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

優
陀
那
日
輝
は
『
一
念
三
千
論
』
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

當
家
事
観
の
意
は
久
成
本
有
の
圓
佛
体
、
散
じ
て
一
切
衆
生
の
色
心
と
為
り
、
法
界
全
く
本
佛
の
全
身
な
り
、
一
佛
心
上
の
三
千
な

る
耳
、
故
に
法
身
の
体
徧
じ
て
一
切
衆
生
の
身
体
と
成
り
、
報
身
の
性
徧
じ
て
一
切
衆
生
の
受
想
行
識
と
な
り
、
応
身
の
相
徧
じ
て

一
切
衆
生
の
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
種
々
の
形
相
と
為
る
（
中
略
）。
性
相
色
心
佛
境
界
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
。
故
に
凡
心
即
佛
心
な
り

（
中
略
）
行
者
の
自
体
全
く
是
れ
佛
果
受
用
之
自
受
用
報
身
、
不
如
三
界
見
於
三
界
之
妙
身
也
。

私
訳
を
試
み
る
。
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そ
も
そ
も
日
蓮
聖
人
及
び
日
蓮
宗
一
致
派
の
法
華
経
寿
量
品
文
底
、
事
の
一
念
三
千
の
観
心
と
は
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
が
、
本
来
有

し
て
い
る
法
身
・
報
身
・
応
身
の
円
満
相
即
す
る
法
華
円
教
の
仏
心
体
が
分
か
ち
は
な
た
れ
て
、
生
き
と
し
生
き
る
一
切
衆
生
の
身

心
と
同
体
化
す
る
事
で
法
界
全
体
が
本
仏
釈
尊
の
全
身
と
な
る
。
即
ち
大
慈
悲
心
を
本
性
と
す
る
久
成
本
師
釈
尊
の
尊
い
三
千
大
千

世
界
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
切
衆
生
の
身
体
が
久
成
本
師
釈
尊
の
真
理
身
と
し
て
現
れ
（
法
身
）、
一
切
衆
生
の
精
神
作
用

（
心
法
）
と
行
動
は
久
成
本
師
釈
尊
の
智
慧
を
獲
得
す
る
行
と
し
て
現
れ
（
報
身
）、
一
切
衆
生
の
物
質
的
感
覚
器
官
（
色
法
）
は
衆

生
教
化
救
済
の
た
め
応
現
す
る
久
成
本
師
釈
尊
の
応
身
の
形
相
（
応
身
）
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
切
の
心
の
働
き
、
存

在
は
久
成
本
師
釈
尊
の
境
遇
環
境
で
な
い
も
の
は
無
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
妙
法
を
受
持
（
事
の
一
念
三
千
を
観
心
）
す
る
凡
夫
心

は
即
仏
心
な
の
で
あ
る
。
妙
法
を
受
け
持
ち
行
ず
る
（
寿
量
品
文
底
事
の
一
念
三
千
を
観
心
す
る
）
者
自
身
が
全
体
、
久
成
本
師
釈

尊
の
妙
法
の
悟
り
を
受
け
持
ち
用
い
る
本
因
本
果
具
足
の
仏
心
に
し
て
、
迷
い
に
満
ち
た
三
界
の
衆
生
が
迷
い
の
目
で
三
界
を
見
る

よ
う
に
は
見
な
い
三
身
具
足
の
妙
身
体
な
の
で
あ
る
。

　

即
ち
、
優
陀
那
日
輝
は
、
久
遠
劫
来
、
九
界
の
経
験
を
踏
襲
し
て
人
間
釈
尊
が
、
久
遠
実
成
の
佛
と
成
ら
れ
た
。
そ
の
久
遠
実
成
釈
迦

牟
尼
仏
の
本
法
を
明
か
し
た
法
華
経
の
真
実
＝
妙
法
を
日
蓮
聖
人
が
末
法
の
始
め
五
百
年
中
、
身
命
を
賭
し
て
実
践
、
具
現
、
証
明
せ
ら

れ
た
事
実
を
絶
対
条
件
と
し
て
、
仏
滅
後
二
千
五
百
年
以
降
、
我
々
本
化
の
教
徒
は
自
ら
、
こ
の
法
華
経
の
妙
法
を
信
じ
、
行
じ
、
体
験
、

体
感
、
認
識
す
る
事
で
、
自
己
に
内
在
す
る
、
釈
尊
、
日
蓮
聖
人
が
体
験
し
妙
法
化
（
當
知
身
土
一
念
三
千
故
成
道
時
稱
此
本
理
一
身
一

念
遍
於
法
界
）
し
た
三
千
世
界
（
一
切
の
存
在
の
本
来
の
有
り
方
、
意
義
）
を
顕
現
す
る
、
と
言
う
も
の
で
、
人
間
を
主
体
と
し
た
、
人

間
本
仏
論
を
究
極
と
す
る
論
理
で
あ
る
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
人
間
本
仏
論
は
人
間
釈
尊
が
、
修
因
感
果
の
事
実
を
踏
襲
し
て
本

門
の
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏
に
成
ら
れ
た
と
言
う
、
法
華
仏
教
の
釈
尊
本
仏
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
究
竟
の
結
論
で
あ
り
、
中
古
天
台
本
覚
思

想
の
あ
る
が
ま
ま
の
凡
夫
本
仏
論
と
は
意
味
が
全
く
異
な
る
事
を
注
意
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。
因
み
に
執
行
海
秀
先
生
は
、
こ
の
優
陀

那
日
輝
の
『
一
念
三
千
論
』
の
事
観
論
に
つ
い
て
、
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こ
の
文
は
一
見
、
絶
対
精
神
と
も
云
ふ
べ
き
本
佛
の
『
自
己
実
現
の
様
を
説
明
し
た
も
の
の
や
う
に
も
解
さ
れ
る
。
然
し
日
輝
教
学

の
真
意
は
人
間
自
身
の
自
己
実
現
の
中
に
本
仏
の
実
現
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
能
動
的
主
体
を
自
己
に
置
く
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
一
致
派
教
学
の
特
色
を
発
揮
し
た
も
の
と
云
え
る
。
た
だ
従
来
の
教
学
（
一
妙
日
導
の
五
大
観
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
一
致

派
教
学
※
筆
者
注
）
が
や
や
も
す
れ
ば
、
自
然
主
義
的
な
主
観
主
義
に
陥
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
輝
は
こ
の
点
の
修
正
に
努
め
、
本

仏
と
し
て
の
自
己
実
現
を
仏
道
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
、
論
評
さ
れ
て
い
る
。

　

優
陀
那
日
輝
の
置
か
れ
た
時
代
は
正
に
、
近
代
国
家
の
樹
立
、
諸
外
国
と
の
交
渉
、
西
洋
文
化
、
科
学
の
流
入
。
芸
術
、
文
学
、
儒
学
、

国
学
の
復
興
と
進
展
、
大
乗
非
仏
説
論
、
廃
仏
毀
釈
、
国
民
の
知
識
教
養
の
向
上
と
い
っ
た
文
明
開
化
へ
突
入
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
皮

肉
に
も
仏
教
教
団
は
い
ま
だ
徳
川
幕
府
の
保
護
政
策
の
惰
性
か
ら
抜
け
き
れ
ず
旧
態
依
然
と
し
て
惰
眠
を
む
さ
ぼ
り
、
大
き
く
時
代
に
遅

れ
を
と
っ
て
い
た
。
仏
教
界
全
体
の
権
威
は
失
墜
し
、
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
中
で
優
陀
那

日
輝
は
、
天
台
大
師
、
妙
楽
大
師
、
伝
教
大
師
、
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
開
顕
、
実
践
、
法
門
化
さ
れ
た
、、
法
華
経
の
根
本
教
理
に
則
っ

た
上
で
の
展
開
と
し
て
空
理
、
空
論
で
な
い
教
学
（
宗
学
）
を
実
学
と
し
て
構
築
し
、
時
代
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
優
陀
那
日
輝
自
身

「
宗
祖
を
越
え
る
」、「
宗
祖
を
知
ら
ず
」、「
宗
祖
か
ら
の
逸
脱
」、「
宗
祖
教
学
の
歪
曲
」、「
仏
祖
と
の
感
応
の
希
薄
」、「
冷
徹
な
哲
理
」、

「
合
理
主
義
」、「
観
念
論
」、「
観
心
宗
学
」、「
摂
受
主
義
」、「
時
代
、
社
会
へ
の
迎
合
」、「
天
台
摺ず

り
」
な
ど
様
々
な
批
判
、
が
噴
出
す

る
事
を
誰
よ
り
も
覚
悟
、
承
知
の
上
で
、
現
在
に
日
蓮
聖
人
が
生
き
て
お
ら
れ
た
ら
ど
う
な
さ
れ
る
か
を
観
心
し
、
上
述
の
法
華
仏
教
の

哲
理
と
し
て
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
も
の
と
も
言
え
る
「
人
間
本
仏
論
」、
と
も
称
せ
る
日
蓮
宗
一
致
派
教
学
が
優
陀
那
日
輝
に
よ
っ
て

大
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
優
陀
那
教
学
が
初
代
日
蓮
宗
管
長
新
居
日
薩
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
事
で
、
日
蓮
宗
の
教
師
、

在
家
信
者
が
堰せ

き

を
切
っ
た
よ
う
に
社
会
に
進
出
し
、
医
学
系
・
理
工
系
・
文
学
系
・
哲
学
系
・
語
学
系
、
政
治
・
経
済
・
教
育
・
福
祉

等
々
、
多
種
多
様
な
場
で
、
公
然
と
活
躍
で
き
た
事
は
歴
史
的
事
実
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
自
己
に
お
い
て
は
法
華
経
八
巻
二
十
八
品
南
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無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
信
仰
を
持
ち
な
が
ら
、
社
会
の
現
場
で
は
法
華
経
、
御
遺
文
等
の
具
体
的
文
章
や
教
学
用
語
を
使
わ
ず
に
、
法
華

経
が
目
指
す
世
界
観
を
、
法
華
経
の
原
理
面
か
ら
、
言
語
化
し
、
行
動
し
、
実
現
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

具
体
的
人
物
例

　

具
体
的
に
人
物
を
挙
げ
れ
ば
切
り
が
無
い
が
、
小
野
文
珖
先
生
が
『
仏
教
教
育
・
人
間
の
研
究
─
斉
藤
昭
俊
教
授
古
希
記
念
論
文
集

─
』
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
〈
日
蓮
宗
寄
宿
舎
「
茗
谷
学
園
」
の
め
ざ
し
た
も
の
〉、
と
い
う
論
稿
を
参
照
し
、
二
、
三
例
を
挙
げ
れ
ば
、

戦
後
、
日
本
再
建
の
基
礎
を
作
り
、
第
五
十
六
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
石
橋
湛
山
。
そ
の
生
涯
の
半
生
を
癪
病
患
者
の
救
済
に
捧

げ
た
綱
脇わ

き

龍
妙
。
東
京
帝
国
大
学
か
ら
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
留
学
し
羅
什
訳
『
法
華
経
』
を
英
訳
し
た
加
藤
文
雄
、
等
々
多
数
に
昇
る
。

周
知
の
通
り
、
い
ま
挙
げ
た
人
物
は
、
優
陀
那
日
輝
時
代
の
人
物
で
は
な
い
が
、
優
陀
那
日
輝
の
実
学
が
、
優
陀
那
日
輝
滅
後
、
新
居
日

薩
、
日
蓮
宗
大
学
林
林
長
、
現
立
正
大
学
初
代
学
長
小
林
日
董
を
経
て
実
っ
た
事
跡
で
あ
る
と
見
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

彼
ら
は
優
陀
那
日
輝
の
学
風
を
継
承
し
よ
う
と
志
す
孫
弟
子
に
あ
た
る
堀
之
内
妙
法
寺
第
二
十
九
世
武
見
日
恕
や
、
山
田
一
英
ら
の
創
説

し
た
日
蓮
宗
寄
宿
舎
、
茗
谷
学
園
か
ら
輩
出
さ
れ
た
人
達
で
あ
る
事
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。
因
み
に
浅
井
円
道
先
生
も
『
日
蓮
聖
人
と
真

言
教
学
』
所
収
「
優
陀
那
和
尚
の
宗
学
す
る
態
度
」
と
い
う
論
稿
に
お
い
て
、
優
陀
那
日
輝
の
観
心
宗
学
批
判
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

輝
師
の
宗
学
は
観
心
宗
学
だ
と
い
わ
れ
て
も
、
輝
師
と
し
て
は
別
に
痛
痒
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
殊
に
彼
の
門
下
か
ら
は

薩
鑑
修
を
は
じ
め
数
々
の
勝
れ
た
行
動
仏
教
家
が
輩
出
し
て
輝
師
の
宗
学
を
実
現
し
た
面
も
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
猶
更
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
優
陀
那
日
輝
の
宗
学
が
社
会
と
不
干
渉
の
甚
だ
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
批
評
は
、
的
を
射
た
も

の
で
な
い
事
に
な
る
。
む
し
ろ
、
優
陀
那
日
輝
に
当
て
ら
れ
る
批
判
の
鉾
先
は
、
現
今
の
我
々
日
蓮
宗
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
な
か
ろ
う

か
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
に
進
出
し
、
交
わ
り
活
動
す
る
上
で
表
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
学
的
裏
付
け
を
時
に
怠
り
、
時
代
に
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与
え
ら
れ
た
自
由
の
環
境
の
中
で
、
ご
都
合
主
義
的
に
行
動
し
、
自
由
奔
放
に
振
舞
っ
て
い
る
の
が
筆
者
も
含
め
た
現
状
の
日
蓮
宗
で
あ

る
と
察
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

教
学
と
教
化
学
の
一
体
化
を
考
え
る
上
で
考
察
を
試
み
て
き
た
が
、
結
論
付
け
て
み
た
い
。

　

近
世
一
如
日
重
に
端
を
発
し
、
優
陀
那
日
輝
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
、
日
蓮
宗
一
致
派
教
学
の
自
由
性
は
、
与
え
ら
れ
た
自
由
（
フ
リ

ー
ダ
ム
）
で
は
な
く
、
自
ら
主
体
性
を
も
っ
て
打
ち
立
て
る
自
由
（
リ
バ
テ
ィ
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
教
学
は
時
代
に
即
応
し
な
が
ら
時
代

に
埋
没
せ
ず
、
法
華
経
の
体
理
（
妙
法
）
と
同
化
し
主
体
的
に
実
践
、
創
造
、
発
掘
、
実
現
を
目
指
す
自
行
的
傾
向
の
強
い
厳
し
い
教
学

と
言
え
る
の
で
あ
る
。
襟
を
正
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

　

法
華
経
的
な
も
の
を
見
付
け
る
事
、
そ
れ
を
認
め
る
事
、
ま
た
法
華
経
的
な
も
の
を
発
掘
、
創
造
す
る
、
と
い
う
事
は
簡
単
で
は
な
い
。

日
頃
の
実
存
的
な
教
学
の
研
鑽
と
、
仏
祖
へ
の
信
頼
と
問
い
掛
け
、
に
よ
っ
て
慎
重
に
な
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
こ
に
教

学
と
教
化
学
の
一
体
化
が
自お

の

ず
と
立
ち
現
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
我
々
日
蓮
宗
教
師
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
著
名
な
歴
史
学
者
、
日
蓮
研
究
者
で
あ
る
上
原
専
祿
の
言
葉
を
誡
め
と
し
て
記
し
、
擱

筆
し
た
い
。

　
　

�

深
い
教
理
の
認
識
を
媒
介
に
し
な
け
れ
ば
、
実
際
問
題
と
の
取
り
込
み
に
つ
い
て
の
正
し
い
姿
勢
も
出
な
い
の
で
あ
る
ま
い
か
（
中

略
）、
そ
う
い
う
深
い
教
理
把
握
が
欠
落
し
ま
す
と
、
き
わ
め
て
警
戒
す
べ
き
、
日
蓮
聖
人
教
義
の
実
用
主
義
的
解
釈
が
生
じ
て
き

ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
名
に
お
い
て
自
己
流
の
社
会
論
や
文
化
論
を
打
ち
ま
く
る
こ
と
な
ど
、
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
思
い
ま

す
。
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※　

�

本
稿
は
、
煩
を
省
い
て
論
文
形
式
を
と
ら
ず
、
覚
え
書
き
と
し
て
筆
を
進
め
た
、
非
常
に
雑
駁ぱ

く

な
考
案
で
あ
る
事
を
お
許
し
願
い

た
い
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
本
稿
参
考
文
献
や
原
本
に
あ
た
っ
て
頂
き
、
御
助
言
、
御
教
示
を
賜
れ
ば
幸
い
に
思
う
。
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